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     私たちの活動や意見を平和委員会の仲間たちに伝えます 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和の仲間に伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスをご連絡ください 

 
 
                                          
 
 
 
 
 

2013 原爆と人間展 （７月３０日～８月６日 県南生涯学習センター） 
8 月 4 日には、ピースデーのつどいが行われ、約 120 人が参加しました。 

大西陽子さんが朗読「産ましめんかな」を行った後、映画「夕凪の街 桜の園」が上映されました。生き残った

ことに罪悪感を持つ女性被爆者の恋愛や原爆症の不安を抱える被爆 2 世の日常などを描き、放射能が世代を超え

て人の人生をむしばむことが切実に伝わってきました。被爆者の黒川博さんと土浦市平和使節団の中学生の交流

で、中学生は「広島の原爆資料館に行き、原爆の恐ろしさをまじまじと感じ、たくさんの人に伝えたいと思った。

平和への想いが強くなり、戦争を忘れてはいけない」と話しました。 
 
8 月 15 日に戦後 68 年、憲法公布 66 年

8・15 平和のつどい（写真）がも

たれ、50 人が参加しました。 
満州からの引き上げの苦労を紙芝居で

見せてくれました。次に、3 月 10 日の

東京大空襲を家族で逃げ惑った経験が

話されました。「あきらめないで輪を広

げてください」との呼びかけが印象的で

した。映画「ガラスのうさぎ」が上映さ

れました。 
 
 

 
 

「明るい民主県政をつくる会」は知事候補として 

元茨城大学副学長の田中しげひろ氏を擁立しました。 

土浦平和の会も氏の公約の「東海第 2 原発を再稼働させず廃炉にする」「改憲に反対し憲法を守る」

などに賛同し、土浦の「明るい会」に参加しています。今回の知事選挙は千載一遇のチャンスです。

思い切って多くの人に田中しげひろへの支持を広げましょう。 
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活動ごよみ 

9/17 平和の会理事会（予定） 

 長崎原爆の前と後（１） 

黒川 博      

 
昭和 16 年 12 月、米英に宣戦布告、ハワイ真珠湾の米極東艦隊を壊滅的状態に陥れたとのニュース

が流れ、皆で万歳を叫んだ。小学校 6 年の時だった。17 年、マニラ・シンガポールを占領し、南方諸島

に上陸して連戦連勝の筈だった。が、18 年 5 月、アッツ島守備隊が全滅し、戦局は急速に暗転していっ

た。占拠していた諸島は玉砕が相次ぎ、兵卒の補充に各職域から若い人が軍隊へと駆り出されていった。

その年から、学徒報国隊が軍需工場へ動員され、翌 19 年 4 月から正式に学徒動員が始まった。中学三

年生の時、三菱長崎兵器製作所に多くの級友と配属され、私は検査工としてノギス、マイクロなどを覚

えた。 
人的資源の不足と同時に軍需資源も極度化し、各家庭の金ボタンを代用品と交換するなど、神仏具か

ら鉄製のなべ・かま、格子窓の鉄棒や鉄柵，銅製の屋根瓦・雨樋なども供出させられ、長崎の守護神で

ある諏訪神社の青銅の大鳥居も解体され、寺院の梵鐘、学校の二宮尊徳像その他市内のすべての銅像が

町から消えていった。 
20 年 3 月末、以前受験し合格していた海軍の学校に入校すべく長崎を離れた。途中、踏切まで見送

りに来てくれた家族や近所の人たちには、もう 2 度と会えないかもしれない、との思いで涙があとから

あとから止まらなかった。 
 
4 か月半後、終戦。朝早く学校のあった山口県防府を発った。列車は立錐の余地のないほど混んでい

たが、今日は家族皆と会えると心はわくわくしていた。時々怒号はしたが人々はあまり喋らなかった。

九州に入り、長崎本線になって、近くにいたおばさんが長崎で商業学校の方に新型爆弾が落とされ浦上

の方は大変らしいと小声で話すのが聞こえてきた。新型爆弾の威力は想像もできなかったが、商業学校

と家では 1km も離れているから少々強力な爆弾でも家はまず大丈夫だと思った。しかし、2 つ手前の駅

を過ぎたあたりから周りの様相が全く変わってきた。見渡す限り家々はなく、工場は屋根、壁はなく鉄

骨が曲がりくねり、コンクリートの建物は外観はしっかりしているようだが窓もなく中身は空洞のよう

だった。何よりも周りの山々は緑がなく灰色の世界だった。 
（以下、次号につづく） 

 
この「シリーズ私の体験」欄に、読者の方の体験談をぜひ投稿してください。 

シリーズ 私の体験 （5） 
 

8/23 平和の会理事会 
9/ 8 茨城県知事選挙 
9/21 土浦・かすみがうら歴史散歩（予定） 

活動ごよみ 


